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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】異物が留まりにくく、使用者が紐体を視認しや
すく、紐体を傷つけにくい紐体連結部を有するバックル
を提供する。
【解決手段】バックル１０は、プラグ２０とソケット３
０が分離可能に結合されるものである。プラグは、プラ
グ側連結部２１と、プラグ側連結部から延出する一対の
係合脚部２３とを備える。ソケットは、紐体１を連結す
るための紐体連結部３５と、一対の係合脚部を着脱自在
に収容可能な収容部３１とを備える。紐体連結部は、収
容部から延出する一対の延出部３６と、一対の延出部に
設けた、紐体を通すための一対の貫通孔３８と、一対の
延出部間を連結し、一対の貫通孔間に通された紐体を支
持させる支持部３７と、一対の延出部間に設けられ、支
持部に支持された紐体を視認可能な開口３９とを備える
。支持部は、紐体と対面する側の内側面に、一対の貫通
孔間にわたる長手方向に延びる溝を有する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　プラグ（２０）とソケット（３０）が分離可能に結合されるバックル（１０）であって
、
　前記プラグ（２０）は、帯体（２）又は紐体（１）を連結するためのプラグ側連結部（
２１）と、前記プラグ側連結部（２１）から延出する一対の係合脚部（２３）とを備え、
　前記ソケット（３０）は、帯体（２）又は紐体（１）を連結するためのソケット側連結
部（３５）と、前記一対の係合脚部（２３）を着脱自在に収容可能な収容部（３１）とを
備え、
　前記ソケット側連結部（３５）及び前記プラグ側連結部（２１）の少なくとも一方は、
紐体（１）を連結するための紐体連結部（３５）であり、
　前記紐体連結部（３５）は、
　前記収容部（３１）又は前記一対の係合脚部（２３）から延出する一対の延出部（３６
）と、前記一対の延出部（３６）に設けた、前記紐体（１）を通すための一対の貫通孔（
３８）と、前記一対の延出部（３６）間を連結し、前記一対の貫通孔（３８）間に通され
た前記紐体（１）を支持させる支持部（３７）と、前記一対の延出部（３６）間に設けら
れ、前記支持部（３７）に支持された前記紐体（１）を視認可能な開口（３９）とを備え
、
　前記支持部（３７）は、前記紐体（１）と対面する側の内側面に、前記一対の貫通孔（
３８）間にわたる長手方向に延びる溝（３７ａ）を有し、
　前記溝（３７ａ）は、前記収容部（３１）又は前記一対の係合脚部（２３）側に開放し
、かつ前記開口（３９）に連通することを特徴とするバックル。
【請求項２】
　前記支持部（３７）の前記溝（３７ａ）は、前記長手方向において前記収容部（３１）
又は前記一対の係合脚部（２３）側に凸となるように湾曲することを特徴とする請求項１
に記載のバックル。
【請求項３】
　前記支持部（３７）の前記溝（３７ａ）は、前記長手方向に直交する断面が略Ｕ字であ
ることを特徴とする請求項１又は２に記載のバックル。
【請求項４】
　前記ソケット（３０）が前記紐体連結部（３５）を備える請求項１～３のいずれか１項
に記載のバックル。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、プラグとソケットが分離可能に結合されるバックルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラグとソケットとが分離可能に結合される合成樹脂製のバックルは、例えば、バック
パック、リュックサックのチェストベルト、ショルダーベルトの連結、長さ調節等に使用
されている。バックルとして、ソケット及びプラグの少なくとも一方に、ベルト、ストラ
ップ、ストリップ等と呼ばれる平たい帯体を通すための帯体連結部が設けられたものの他
、長手方向に直交する断面が円形、楕円形、正多角形等に近い紐体を通すための紐体連結
部が設けられたものも知られている。紐体連結部を有するバックルは、例えば、中国意匠
第３０３８９４５４１号明細書（特許文献１）、特許第６２６７８２７号公報（特許文献
２）等に開示されている。
【０００３】
　登山やキャンプにおいてバックパック等のバックルが風雨に晒されると、バックルの紐
体連結部に小石、砂等の異物が入り込むことがある。特許文献１のバックルは、紐体連結
部が筒状であるため、異物が紐体連結部内に留まりやすく、紐体連結部内に留まった異物



(3) JP 3224759 U 2020.1.16

10

20

30

40

50

が紐体を傷付けるおそれがある。更に、使用者が紐体連結部内に入った異物あるいは紐体
の破損状態を視認することができず、紐体の破損を進行させてしまうおそれがある。
【０００４】
　他方、特許文献２のバックルは、左右一対の延出部の貫通孔に紐体を通すだけなので、
異物が留まることはない。しかしながら、紐体が左右の貫通孔間で完全に露出するため、
紐体が傷付きやすく、また、紐体を左右の貫通孔部分の２点で支持する構造であるため、
紐体が貫通孔部分で擦れ、これによっても紐体が傷付きやすいという欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】中国意匠第３０３８９４５４１号明細書
【特許文献２】特許第６２６７８２７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、異物が留ま
りにくく、使用者が紐体を視認しやすく、紐体を傷つけにくい紐体連結部を有するバック
ルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本考案によれば、プラグとソケットが分離可能に結合される
バックルであって、前記プラグは、帯体又は紐体を連結するためのプラグ側連結部と、前
記プラグ側連結部から延出する一対の係合脚部とを備え、前記ソケットは、帯体又は紐体
を連結するためのソケット側連結部と、前記一対の係合脚部を着脱自在に収容可能な収容
部とを備え、前記ソケット側連結部及び前記プラグ側連結部の少なくとも一方は、紐体を
連結するための紐体連結部であり、前記紐体連結部は、前記収容部又は前記一対の係合脚
部から延出する一対の延出部と、前記一対の延出部に設けた、前記紐体を通すための一対
の貫通孔と、前記一対の延出部間を連結し、前記一対の貫通孔間に通された前記紐体を支
持させる支持部と、前記一対の延出部間に設けられ、前記支持部に支持された前記紐体を
視認可能な開口とを備え、前記支持部は、前記紐体と対面する側の内側面に、前記一対の
貫通孔間にわたる長手方向に延びる溝を有し、前記溝は、前記収容部又は前記一対の係合
脚部側に開放し、かつ前記開口に連通することを特徴とするバックルが提供される。
【０００８】
　本考案に係るバックルでは、プラグ及びソケットの少なくとも一方に設けた紐体連結部
に、紐体を連結することができる。この際、紐体は、一対の延出部の貫通孔間に通され、
一対の延出部間を連結する支持部の溝に配置されて支持部に支持される。紐体は一対の貫
通孔間の全長にわたって支持部に支持されるが、これは、一対の貫通孔間の全長にわたっ
て支持部が紐体の溝側側面をカバーするとも言える。これにより、紐体が傷付きにくくな
る。また、支持部の溝に配置された紐体は、一対の延出部間の開口から使用者が視認する
ことができる。そのため、溝に留まった異物や紐体の破損状態を使用者が容易に確認する
ことができる。更に、支持部の溝は、収容部又は一対の係合脚部側に開放し、かつ一対の
延出部間の開口に連通する。そのため、たとえ支持部の溝に異物が入り込んでも、溝の開
放側から開口を通って異物を容易に排出することができる。
【０００９】
　本考案において、プラグ及びソケットは、ポリアセタール、ポリアミド、ポリプロピレ
ン、ポリブチレンテレフタレート等の熱可塑性樹脂から射出成形又は押出成形により製造
され得るが、これに限定されるものではない。
【００１０】
　本考案において、「紐体」は、長手方向に直交する断面が円形、楕円形、正多角形等に
近い紐、より糸、ロープ、ワイヤ等を含む他、ベルト等に比べて横幅が短い、平たい靴紐
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のような紐を含む。
【００１１】
　本考案の一実施形態において、前記支持部の前記溝は、前記長手方向において前記収容
部又は前記一対の係合脚部側に凸となるように湾曲する。この場合、紐体連結部の支持部
に支持された紐体が、収容部又は一対の係合脚部側とは反対側、すなわち支持部の溝に嵌
まる方向に引っ張られても、支持部の溝が長手方向において収容部又は一対の係合脚部側
に凸となるように湾曲するため、紐体の荷重を支持部の長手方向全体で受けることができ
る。そのため、紐体の一部に応力が集中するようなことがなく、紐体が破損しづらい。
【００１２】
　本考案の一実施形態において、前記支持部の前記溝は、前記長手方向に直交する断面が
略Ｕ字である。この場合、支持部の溝の断面が略Ｕ字であるため、断面が円形や正多角形
状の紐体の溝側側部を包み込むように紐体を支持部の溝で支持することができる。また、
略Ｕ字の溝は、紐体が溝に嵌まる方向に引っ張られた場合、紐体の断面形状を維持しつつ
紐体を支持することができ、これによっても紐体が傷付きにくくなる。断面が略Ｕ字の溝
の一例は、図１４の溝３７ａの断面に表される。ここで、「略Ｕ字」とは、断面が上方に
開放する円弧状であるか、コの字を上方が開放するように横倒ししかつ下方の２つの角に
丸みをつけた形状をいう。
【００１３】
　本考案の一実施形態において、前記ソケットが前記紐体連結部を備える。この実施形態
について図面に基づいて後述する。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案に係るバックルでは、プラグ及びソケットの少なくとも一方に設けた紐体連結部
に連結される紐体は、一対の延出部の貫通孔間に通され、一対の延出部間を連結する支持
部に支持される。このように支持部が一対の貫通孔間の全長にわたって紐体の溝側側部を
カバーするため、紐体が傷付きにくくなる。また、支持部の溝に配置された紐体は、一対
の延出部間の開口から使用者が視認することができるため、溝に留まった異物や紐体の破
損状態を使用者が容易に確認することができる。更に、支持部の溝は、収容部又は一対の
係合脚部側に開放し、かつ一対の延出部間の開口に連通するため、たとえ支持部の溝に異
物が入り込んでも、溝の開放側から開口を通って異物を容易に排出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本考案の一実施形態に係るバックルを示す斜視図である。
【図２】図２は図１のバックルの正面図である。
【図３】図３は図１のバックルの背面図である。
【図４】図４は、図２の矢印Ａから見たバックルの側面図である。
【図５】図５は図２のＢ－Ｂ線矢視断面図である。
【図６】図６はプラグの斜視図である。
【図７】図７はプラグの正面図である。
【図８】図８は、図７の矢印Ｃから見た側面図である。
【図９】図９はソケットの斜視図である。
【図１０】図１０はソケットの正面図である。
【図１１】図１１はソケットの背面図である。
【図１２】図１２は、図１０の矢印Ｄから見たソケットの側面図である。
【図１３】図１３は図１０のＥ－Ｅ線矢視断面図である。
【図１４】図１４は、図１３の溝（３７ａ）付近の拡大図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本考案の実施形態を図面に基づいて説明するが、本考案はそのような実施形態に
限定されるものではない。図１～図５は、本考案の一実施形態に係るバックル１０を示す
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斜視図、正面図、背面図、側面図、及び断面図である。バックル１０は、相互に結合及び
分離可能なプラグ２０とソケット３０とからなる。図１～図５はプラグ２０とソケット３
０が結合した状態で、かつソケット３０の後述する紐体連結部３５に紐体１（破断して示
す）を連結した状態が表される。図４は図２の矢印Ａから見た側面図である。図５は図２
のＢ－Ｂ線矢視断面図である。図６～図８は、プラグ２０の斜視図、正面図及び側面図で
ある。図８は図７の矢印Ｃから見た側面図である。図９～図１３は、ソケット３０の斜視
図、正面図、背面図、側面図、及び断面図である。図１４は、図１３の後述する溝３７ａ
付近の拡大図である。図１２は図１０の矢印Ｄから見た側面図である。図１３は、図１０
のＥ－Ｅ線矢視断面図である。以下の説明において、上下方向は図２～図５、図７、図８
、図１０～図１３等の紙面に基づくものとし、左右方向は図２、図３、図７、図１０、図
１１の紙面に基づくものとする。なお、プラグ２０及びソケット３０は実質的に左右対称
である。
【００１７】
　プラグ２０は、ベルト、ストラップ、ストリップ等の帯体（図示せず）を通して連結す
るためのプラグ側連結部としての帯体連結部２１と、帯体連結部２１から下方に延出する
左右一対の係合脚部２３とを備える。帯体連結部２１は、図５に破線で部分的に示す帯体
２を表裏一方から他方（図５において表側から裏側）へと通すための上方の第１孔２１ａ
と、第１孔２１ａの下方に設けられ、第１孔２１ａに通した帯体２を表裏他方から一方（
図５において裏側から表側）へと戻すための第２孔２１ｂと、第１孔２１ａと第２孔２１
ｂとの間に設けられた連結バー２２とを含む。連結バー２２は、表側（図５において左方
）に片寄るように設けられる。第１孔２１ａは上下間隔が狭い横長矩形状である。これに
対して、第２孔２１ｂは略三角形状であり、第１孔２１ａと同じ左右方向長さの上端部か
ら下方へと左右長さが狭まる。左右一対の係合脚部２３は、それぞれの下端部が互いに近
づく側へと撓むことができる可撓性を有する。各係合脚部２３の下端部における左右方向
内側の表裏には、表裏方向にわずかに突出する爪２４がそれぞれ、計４つ設けられる。
【００１８】
　ソケット３０は、プラグ２０の一対の係合脚部２３を着脱自在に収容可能な収容部３１
と、収容部３１から下方に拡張するソケット側連結部としての紐体連結部３５とを備える
。収容部３１は、略Ｘ字状の表板３１ａ及び裏板３１ｂと、表裏板３１ａ、３１ｂにおけ
る上端部の左右方向外側間を連結する上側部３１ｃと、表裏板３１ａ、３１ｂの下端部間
を連結する下側部３１ｄとを備える。表裏板３１ａ、３１ｂ間の上端側は、プラグ２０の
一対の係合脚部２３を受け入れる受け入れ口３２として外部に開放する。また、表裏板３
１ａ、３１ｂ間における上側部３１ｃと下側部３１ｄとの間は、側部開口３３、３３とし
て開口する。表裏板３１ａ、３１ｂそれぞれの相互に対面する内側面における上下中間点
より下方でかつ左右方向外側には、プラグ２０の各係合脚部２３の各爪２４を係止可能な
係止部３４（図５等参照）が設けられる。図３、図５等を参照して、各係止部３４の下端
は、後述する開口３９の上端辺に沿う。
【００１９】
　プラグ２０の一対の係合脚部２３をソケット３０の収容部３１に収容する場合、収容部
３１の受け入れ口３２から左右の係合脚部２３を挿入する。この時、左右の係合脚部２３
は、収容部３１の上側部３１ｃによって一時的に互いに近づく側に撓ませられ、各係合脚
部２３の爪２４が収容部３１の係止部３４を越えるや否や左右の係合脚部２３が互いに離
れる方向に復元して各爪２４が各係止部３４に係止される。これにより、プラグ２０とソ
ケット３０が結合状態となる。この結合状態で各係合脚部２３の左右方向外側の一部が収
容部３１の側部開口３３、３３から外部に露出する。この左右の係合脚部２３の露出部分
を使用者が左右方向内側に指で摘むことにより、左右の係合脚部２３が左右方向内側に撓
み、各爪２４が各係止部３４から外れ、左右の係合脚部２３を収容部３１から抜き取るこ
とが可能となる。このようにして、プラグ２０とソケット３０が分離される。
【００２０】
　ソケット３０の紐体連結部３５は、収容部３１の左右の下端部から下方に延出する左右
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一対の延出部３６と、一対の延出部３６の下端部間を連結する支持部３７とからなる。左
右の延出部３６には、紐体１を通すための左右一対の貫通孔３８が設けられる。各貫通孔
３８は４つの角に丸みがつけられた上下にわずかに長い矩形に近い形状を有する。また、
左右の延出部３６間でかつ支持部３７から上方には、表裏方向に貫通する開口３９が設け
られる。開口３９の上方側端は収容部３１の下半部となる。支持部３７は、上方を向く内
側面に、左右の貫通孔３８間にわたる長手方向に延びる溝３７ａを有する。支持部３７は
溝３７ａと共に、長手方向において上方に凸となるように湾曲する。更に、図１４に拡大
して示すように、溝３７ａは、長手方向に直交する断面が略Ｕ字である。溝３７ａは上方
に開放して開口３９に連通する。支持部３７の溝３７ａは左右の貫通孔３８の下端と滑ら
かに繋がる。
【００２１】
　バックル１０では、ソケット３０に設けた紐体連結部３５に、紐体１を連結することが
できる。この際、紐体１は、左右の延出部３６の貫通孔３８間に通され、支持部３７の溝
３７ａに配置されて支持部３７に支持される。このように支持部３７が左右の貫通孔３８
間の全長にわたって紐体１の溝側側面をカバーするため、紐体１が傷付きにくくなる。ま
た、支持部３７の溝３７ａに配置された紐体１は、左右の延出部３６間の開口３９から使
用者が視認することができる。そのため、溝３７ａに留まった異物や紐体１の破損状態を
使用者が容易に確認することができる。また、支持部３７の溝３７ａは、上方に開放して
開口３９に連通するため、たとえ支持部３７の溝３７ａに異物が入り込んでも、溝３７ａ
の上方から開口３９を通って異物を容易に排出することができる。
【００２２】
　更に、バックル１０では、支持部３７の溝３７ａが、長手方向において上方に凸となる
ように湾曲するため、支持部３７に支持された紐体１が、下方に引っ張られても、紐体１
の荷重を支持部３７の長手方向全体で受けることができるため、紐体１の一部に応力が集
中するようなことがなく、紐体が破損しづらい。更にまた、支持部３７の溝３７ａの断面
が略Ｕ字であるため、断面が円形や正多角形状の紐体１の下方側部を包み込むように紐体
１を溝で支持することができる。そのため、紐体１が溝３７ａに嵌まる方向に引っ張られ
た場合、紐体１の断面形状をさほど歪めることなく紐体１を支持することができる。これ
によっても紐体１が傷付きにくくなる。
【００２３】
　以上の実施形態では、ソケット３０に溝３７ａを有する支持部３７を含む紐体連結部３
５を設ける例を挙げたが、本考案はそれに限定されるものではなく、紐体連結部３５をプ
ラグ２０側に設けたり、プラグ２０及びソケット３０の両方に設けることができる。
【符号の説明】
【００２４】
　１　紐体
　２　帯体
　１０　バックル
　２０　プラグ
　２１　帯体連結部（プラグ側連結部）
　２３　係合脚部
　２４　爪
　３０　ソケット
　３１　収容部
　３２　受け入れ口
　３３　側部開口
　３４　係止部
　３５　紐体連結部（ソケット側連結部）
　３６　延出部
　３７　支持部
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　３７ａ　溝
　３８　貫通孔
　３９　開口

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】
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